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令
和
7
年
度

 

寄
付
金（
従
来
の
会
費
）

 

納
付
の
お
願
い

陸
修
偕
行
社
の
会
計
年
度
は
4
月
〜

翌
年
3
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寄
付

金
（
従
来
の
会
費
）
の
納
付
は
、
年
度
末

ま
で
に
翌
年
度
分
を
前
納
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
に
よ
る
納
付
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
普
通
会
員	

5
千
円

②
家
族
会
員
（
遺
族
、
配
偶
者
、
子
弟
）

	

3
千
円

③
賛
助
会
員
（
個
人
）	

5
千
円

④
賛
助
会
員
（
法
人
）	

3
万
円

　
　

訃　
　

報

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

陸
士
57　

竹
森　
　

猛
様　

令
6
・
9
・
29

陸
士
58　

松
崎　
　

悟
様　

令
5
・
11
・
15

陸
士
59　

桜
井　

健
実
様　

令
6
・
9
・
30

　

同　
　

本
橋　
　

宏
様　

令
6
・
10
・
11

　

同　
　

木
戸
岡　

節
様　

令
6
・
10
・
24

　

同　
　

嘉
本
久
二
男
様　

令
6
・
10
・
26

陸
士
61　

光
田　

正
雄
様　

令
6
・
7
・
31

　

同　
　

頼　
　
　

平
様　

令
6
・
8
・
6

　

同　
　

小
野　
　

優
様　

令
6
・
8
・
18

　

同　
　

藤
川　

忠
重
様　

令
6
・
10
・
8

　

同　
　

安
達　

祝
伍
様　

令
6
・
10
・
25

　

同　
　

新
谷　

秀
成
様　

令
6
・
11
・
12

名
幼
48　

竹
内　
　

弘
様　

令
6
・
10
・
16

仙
幼
49　

今
関　

英
雅
様　

令
4
・
11
・
16

陸
自
63　

福
田　

俊
治
様　

令
6
・
11
・
9

陸
自
68　

岩
屋　

英
一
様　

令
6
・
11
・
2

陸
自
69　

橋
本　

和
夫
様　

令
6
・
6
・
29

　

同　
　

吉
田　
　

守
様　

令
6
・
11
・
12

陸
自
75　

杉
村　
　

宏
様　

令
6
・
11
・
17

の
在
任
間
、
強
烈
な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け

続
け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
民
の
大

多
数
は
自
衛
隊
を
支
持
し
、
安
倍
元
総
理

も
多
く
の
国
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
強
い
支

持
を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
大
手
マ
ス
コ
ミ
」

の
報
道
と
国
民
の
意
識
は
必
ず
し
も
一
致

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
▼

2
0
1
8
年
に
、
ネ
ッ
ト
の
広
告
費
が
テ

レ
ビ
の
広
告
費
を
抜
き
、
2
0
2
1
年
に

は
マ
ス
コ
ミ
4
媒
体
（
テ
レ
ビ
・
新
聞
・

ラ
ジ
オ
・
雑
誌
）
の
合
計
を
も
上
回
り
ま

し
た
。
新
聞
や
雑
誌
の
発
行
部
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
り
、
テ
レ
ビ
離
れ
も
進
ん

で
い
ま
す
。
と
は
言
え
、
今
な
お
テ
レ
ビ

の
影
響
力
は
絶
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
視
聴
率
1
％
は
S
N
S
の
5
0
0 

万
回
再
生
に
匹
敵
す
る
そ
う
で
す
▼
今
年

も
「
大
手
マ
ス
コ
ミ
」
と
S
N
S
の
情
報

合
戦
に
は
興
味
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、『
偕
行
』

は
、
何
れ
に
も
偏
る
こ
と
な
く
、
情
報
を

正
し
く
取
捨
選
択
し
、
事
実
確
認
を
行
い
、

陸
修
偕
行
社
の
目
的
達
成
と
読
者
に
興
味

を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
誌
面
作
り

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

と
記
事
の
投
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
（
正
）

月
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
で
し
た
。
選
挙
戦

は
、途
中
か
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
「
大

手
マ
ス
コ
ミ
」
と
X
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
の
「
交
流
サ
イ
ト
（
S
N
S
）」
と
の
戦

い
の
様
相
を
呈
し
て
き
て
、
そ
の
戦
い
は

選
挙
後
も
続
い
て
い
ま
す
▼
近
年
、「
大
手

マ
ス
コ
ミ
」
の
「
偏
向
報
道
」
や
「
報
道

し
な
い
自
由
」、「
切
り
取
り
報
道
」
が
問

題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
民
党
総
裁
選
で

の
高
市
氏
叩
き
、
衆
院
選
開
票
速
報
時
の

「
裏
金
マ
ー
ク
」、
米
大
統
領
選
で
の
民
主

党
寄
り
の
報
道
、
そ
し
て
常
軌
を
逸
し
た

斎
藤
兵
庫
県
知
事
叩
き
な
ど
、
数
え
上
げ

れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な

「
大
手
マ
ス
コ
ミ
」
の
報
道
に
対
し
、
S
N
S

上
で
は
多
く
の
反
論
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
は
双
方
の
意
見
を
比
較
し
、

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
、
S
N
S
上
の
情
報
は
玉
石
混
交
で

あ
り
、
他
者
へ
の
誹
謗
中
傷
も
多
く
、
そ

の
情
報
の
取
捨
選
択
に
は
注
意
が
必
要
で

す
▼
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
自
衛
隊
は
創

設
以
来
、「
大
手
マ
ス
コ
ミ
」
か
ら
さ
ん
ざ

ん
叩
か
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て

当
時
は
有
効
な
反
論
手
段
が
限
ら
れ
て
い

て
、
ず
い
ぶ
ん
悔
し
い
思
い
を
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
安
倍
晋
三
元
総
理
も
、
そ

　

読
者
の
皆
様
、
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
良
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
▼
昨
年
大
い
に
話
題
と
な
っ
た
の
は
11

編
集
後
記

表
紙
の
写
真

「
冬
の
朝
、
一
瞬
風
が
止
ん
だ
、
逆
さ

紅
富
士
」撮

影
者　

市
田
信
行　

陸
自
77




